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1 はじめに

マンガを用いた教材は学習者によって文字媒

体よりも比較的短時間でストーリー及び内容を

理解することができる。さらに、作画やセリフ

など、単純な文字媒体に比べて作者の表現方法

における選択は広く、的確に学習者にポイント

を使えることができる [1]。

マンガを用いた教材開発のうち、理科系の科

目を対象としたものに、理科実験が苦手な教

師の支援を目的としたもの [2]や、マンガの人

気キャラクターの持つ特徴を生かしたものがあ

る [3]。

ここでは、本校において苦手意識を持つ学生

の多い電気回路の学習を目的としてマンガを用

いた教材の作成に関して発表する。

2 既存教材の問題点

電気回路の学習を目的としてマンガを用いた

教材としては、すでに市販されている書籍があ

る。しかし、これらの書籍には以下のような問

題点がある。

• ある本ではマンガのストーリー性などに
は優れているが、解説がマンガとは別に

通常の文章で行われているためにマンガ

の利点を十分に生かされていない。

• 別の本では解説をマンガの中で行うとい
う工夫がなされているが、絵柄が現在の

学生にとって親しみやすいものではない。

3 作成教材の概要

既存の教材には前節で示した問題点がある。

そこで、マンガ中ですべての解説を行い、かつ

学生にとって親しみやすい登場人物と作画を用

いた教材を作成することとした。これにより、

学生が学習しやすいものとなると考えられる。

具体的には、本校の 2年生対象に使用されてい

る教科書の導入部のマンガ化を行った。当日は

本校学生による評価結果を示す予定である。

4 まとめ

マンガを用いて電気回路を学習する教材を試

作した。
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